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第 1回保護者会資料「令和８年度の学校経営方針について」 

 

 新１年生 173名を迎えて全校児童 1003名で新学期がスタートしました。始業式の子どもたちの明るい表情

が印象的でした。教員も多数入れ替わり新しい風が吹き込みました。子ども一人ひとりが自ら学び育つよう、日々

の教育活動を充実させていきます。教職員一同、魅力ある学校にしていくため心を合わせて尽力します。本校の

教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 以下、今年度の学校経営方針について述べます。 

 

     

１ 学校経営の基本理念 

（１） めざす学校像（経営方針） 

 

 
（世田谷区教育振興基本計画より） 

「子どもが自ら学び、育つ学校」 

～子ども一人ひとり ～ 

「子ども観」 

・子どもはよくなろうとしている。 

・子どもは本来能動的な学習者である。 

・子どもは自ら探究し内から育つ力をもつ。 

 

「授業観」※教育の質の転換 

・学習の主体者は子どもである。 

・子どもの事実に立つ。  

・子どもと共に創る授業。 

教育は信頼から 

本校の教育目標 

○ 考え深い子ども  自ら学び、よく考え判断し、協働することで学びを深める子ども 

○ やさしい子ども  多様性を認め、人や自然を敬い、助け合う子ども 

○ たくましい子ども 心身共にたくましく、やり遂げようとする子ども 



（２） はじめに子どもありき 

「子どもはよくなろうとしている」「子どもは本来能動的な学習者である」という「子ども観」に立ち、「学習

の主体者は子どもである」「子どもの事実に立つ」という「授業観」をもって、子どもと共に創る授業を展開して

いきます。 

「個に応じた指導」から「個別最適な学び」という表現に変わったのは、単に言い方が変わったのではなく、

視点がどこにあるかのちがいです。「個に応じた指導」は教員の視点、「個別最適な学び」は「子どもにとって」

という視点です。ここでも「はじめに子どもありき」が徹底されているのです。 

 

（３） 組織的な学校運営 

学年を 1 チームと捉え、ホームルームローテーション（朝の会、給食、帰りの会の担当を周期的に変える）、

教科ローテーション（２クラスと３クラスに分け、教科担任。道徳の交換等）を行います。4月半ばまでにどの

ような内容で行うかを各学年で決定し実行していきます。組織的な対応をすることで、学年の教員全員が該当学

年児童全員の担任という意識をもてるようにします。その上で、担任する学級経営に全力を注いでいきます。「た

くさんの先生たちが私たちを見てくれている」という意識を子ども一人ひとりがもてるようにします。全教職員

が本校への帰属意識を高くもちそれぞれの職責を果たすとともに情報共有し連携してよりよい学校づくりをす

すめていきます。 

 

（４） 学校を魅力的な学びの場にし、学びに向かう力を高めるために 

 校内研究の推進（世田谷区教育委員会研究指定校「授業改善」「魅力ある学校」） 

主題「自ら学び、育つ子ども～探究的な学びによる魅力ある学校～」 

令和５年度より始めた研究を継続します。生活科・総合的な学習の時間の単元開発を行い、それを軸にカ 

リキュラム・マネジメントで各教科の学びをつなぐことで、学びが本来ひとつのものであることを子どもが

実感できるようにしていきます。 

  

２ 本校の今年度の重点目標  

①  「キャリア・未来デザイン教育」の実現に向けて  

〇探究的な学びを通して児童が学習を自分事として捉え、「知識及び技能」、「思考力、判断力、

表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」が高まるような指導を行う。「課題を見いだし、把

握している」「課題解決の方法を考えている」「協働して学んでいる」「学びを振り返り次につ

なげている」という「探究のプロセス」を繰り返し、発展させていくことで、「せたがや探究

的な学び」を推進する。  

 

②  多様性を尊重しながら共に学び、共に育つ教育の推進に向けて 

〇人権教育を基盤として、互いを尊重し合う心情、自尊心や自信を育成し、自己肯定感を高める。

多様性を理解し他者や自然を尊重し、あらゆる差別や偏見をもたず、相手の立場に立って行動

できる心情を培う。  

 

③  地域社会と協働した教育の推進に向けて 

〇キャリア教育につながる生活科・総合的な学習の時間の単元開発をより充実させ、商店街や地

域の美術館、専門学校や農業高校と連携した学びを構築していく。子どもたち自身が地域に出

向き、そこでの探究的な活動を展開できるような学びを創造していく。地域の役に立つ喜びを

子ども一人ひとりが実感できるようにする。  

 

④  「学校における働き方改革」の推進に向けて 

○創造的余白を生むために、職務の内容を吟味し、長年変わっていない様々な教育活動や職務内

容について精査していく。  

 


